





































































































































































































































県沖では 3 月 11 日の 15 時 08 分に「M7.4」の
余震が、そしてその 7 分後の 15 時 15 分には南
の方の茨城県沖で「M7.7」の余震が起りました。
さらに 15 時 25 分には、本震よりもさらに東の
方で「M7.5」という大きな余震が起りました。3






は M6.9 でした。それで、M6.9 と M9.0 がどれ
くらい違うかというと、マグニチュードが 0.1 上
がるだけで地震のエネルギーは 1.4 倍、マグニ
チュードが 1.0 違うと地震のエネルギーは 32 倍
になります。だから、M6.9 が M7.0 になると、
エネルギーは「6.9×1.4」倍になります。さらに、
M7.0 が M8.0 になると「×32」となり、さらに























図6 : 東日本大震災の本震と直後に発生した3 つの余震
















ドは非常に速いのです。1 秒間に 10 メートルの
速さで襲ってきたのです。1 秒間に 10 メートル
というと、オリンピック選手並みのスピードとい
うことです。津波にさらわれていまだに行方不明





しかも、3 月 11 日にも 3 月 12 日にも、何回も




















　⑷－１．2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の
発生をうけて、3 月 31 日に日本福祉大学災害ボ
ランティアセンター（大学事務局責任者：水谷早
人学生支援部長）が発足しました。まず 4 月 29








　さらに、8 月 17 日～ 8 月 30 日の 2 週間、学

















　地震・津波発生 1 ヶ月後の 4 月 11 日には、
15,170 名の人々が避難所での生活を送っていま







































































































19 年（1944）12 月 7 日の東南海地震です。その
翌日の 12 月 8 日は、当時は大東亜戦争の開戦記














　それから 2 年後の昭和 21 年（1946）12 月
21 日には、昭和南海地震が起りました。これは





































































                                                            （金折,1995 による）
図 10 : 中央日本では、敦賀湾－伊勢湾構造線で直下型地震が
起こると、約 30 年後に花折－金剛断層線や有馬－高槻構造線
























線のところで 1906 ～ 1909 年の間に地震が起る
と、昭和 11 年（1936）には花折－金剛断層線
のところで地震が起っています。そのときには、
10 年を経ずして 8 ～ 10 年で東南海地震と南海
地震が起っています。そのときは東南海地震が





ています。阪神大震災の起った 1995 年から 24









図11 : 東海湖堆積盆地( 横線部) のひろがりの変遷（牧野内・諏訪,1993 による）
　　　　　　　　1.　発生期:650 万年～500 万年前　　2.　拡大期:500 万年～300 万年前
　　　　　　　　3.　最盛期:300 万年～200 万年前　　4.　縮小期:200 万年～150 万年前
　　　　　　　　5.　消滅期:150 万年～80 万年前
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武豊町 3.5 ｍ（3.0m）、常滑市 5.0m（3.4m）、
半 田 市 3.8m（3.3m）、 知 多 市 3.4m（2.7m）、
東海市 3.4m（2.8m）。
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